
ドイツの大学のガバナンス

大学評議会

大学運営委員会

総長部

大学

総長
副総長

管理運営関連業務のほか、
目標協定の締結、財政計
画、予算査定、組織改編、
試験規程の承認等の決定
権を持つ

総長部の議長、総長部の方針を決定、
大学評議会の議長（但し、投票権を持たない）

学則や規程の決定、発展計画等
の決定、総長部に対する情報請
求権（学生を含む学内構成員の
各代表）

重要事項は説明義務

アドバイザリー的機関
（州所管省、学内教職員、
外部有識者の代表）

助言、
意見表明

◆学長の任命 ：大学評議会（構成員の過半数が教員）の推薦（州により選挙結果）を受けて州の高等教育大臣
が任命。推薦に当たって、大学評議会と大学運営委員会との合同選考委員会が設置される。

※学部にも学部本部及び学部運営委員会が設置。

※上記は、ドイツの大学における代表的と考えられる事例を中心に記述（主にニーダーザクセン州高等教育法における規定を参考）
※上記は、「大学のガバナンス改革の推進について」（審議まとめ）（平成26年2月12日中央教育審議会大学分科会）、「大学の設置形態に関する調査研究」（国立大学財
務・経営センター研究報告第１３号 平成２２年９月 第３章「ドイツにおける高等教育制度と大学の設置形態」（城多努））をもとに、文部科学省作成。

学内合議機関
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